
【冊数】（カラス学者の回想録）　　  冊／（カラスの毎日）　　冊
 （カラスといっしょ）　　 冊／（カラスと京都）　　冊／（サルと屋久島）　　冊

【条件】（どちらかに○）　　委託（6カ月間）／  買切

【店名】　　　　　　　　　　　　　【担当者名】

【住所・連絡先】
〒

【連絡先】担当：安武（ヤスタケ）
メール：sales@tabisurumishinten.com　FAX:03-3897-6745・電話：050-6864-3960

取次様との口座はありません。貴店と当店の直接取引となります。
（紀伊國屋書店様／丸善・ジュンク堂書店様各店とのお取引実績あり）

7 掛。6カ月もしくは 1年の長期委託、実売数清算。注文は 5冊以上から。

1～ 4冊 8掛、5冊以上 6.5 掛。

時は90年代、京都市左京区。京都大学で行われる個性豊かな授業、
おもしろい友達、カラスの研究することになった経緯、カラスと
の別れ……『カラスの教科書』スピンオフ版！

カラスと京都　著：松原 始
本体1500円＋税　四六判並製・304ページ

君は折田先生を知っているか？

カラスたちも毎日を生きるため、食事さがし、縄張りの確保、子育
てなどに悪戦苦闘！そんなカラスの生態が楽しい漫画になりま
した。楽しい解説付き！

カラスの毎日　著：松原 始／絵：植木ななせ
本体1100円＋税　A5判並製・108ページ

カラスだって毎日忙しい！

おなじみ『カラスの教科書』がカラスの入門書にして専門書だと
すると、本書はカラスの入門書にしてカラスファン公式ブック。
見た目は小冊子、中身は生物学。

カラスといっしょ　著：松原 始
本体600円＋税　A5判変形並製・32ページ

カラスと友達になりたい」を叶えます

記入欄

《理工書／旅行書ご担当者様》

〈著者紹介〉松原始（まつばら・はじめ）
東京大学総合研究博物館特任准教授。京都大学理学部卒業、同大学院理 学研究科博士課程修了。京都大学
理学博士。専門は動物行 動学。研究テー マはカラスの行動と進化。著書に『カラスの教科書』（雷鳥社／講
談社文庫）、『カラスと京都』（旅するミシン店）、『カラスはずる賢い、ハトは頭が悪い、サメは狂暴、イルカ
は温厚って本当か?』（山と渓谷社）、『旅するカラス屋』（角川春樹事務所）などがある。 

松原 始

カラス学者の回想録

京都・京大・百万遍

委 託

買 切

お
取
引
条
件

京都大学が立地する左京区・百万遍周辺はノーベル賞受賞者を複数生んだ学問の楽園地、
というだけではなく、1960 年～ 70 年代のフォークカルチャーを生んだ中心地でもあった。
しかし、時代の流れとともに 2000 年代以降、多くが失われている。
かつて 90年代の左京区にあった「場」をいずれカラス学者になる著者の視点から描いた一冊。

カラス学者が記憶を掘り起こす、90年代の百万遍。
学問と怪しげな店とうまい酒。今宵も友人と生物談義はつづく。

90年代の百万遍周辺を擬似散歩。
手付かずの自然が残る鹿児島県屋久島。そこに住むヤクザルの生
態を調べるために 80 年代に調査隊が結成。調査の精度を上げる
ための試行錯誤。中核を担ったふたりの研究者が描く。

サルと屋久島　　著：半谷吾郎／松原 始
本体1600円＋税　四六判並製・320ページ

台風、ヒル、自炊、これがフィールドワークだ！ 

本体1500円＋税　四六判並製・240P


